
Ｏ
ｒ
５
年
１１
月
、
習
氏
と
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
首
脳
会
談
を
行

っ

た
０
１
９
４
９
年
の
中
台
分
断

以
降
で
初

の
首
脳
会
談
だ

っ

た
。
今
回
の
訪
中
に
あ
た
り
、

馬
氏
に
近
い
関
係
者
は
本
紙
に

「中
国
側
の
手
配
を
尊
重
す
る
」

と
し
つ
つ
、

「
両
岸

（
中
台
）

の
指
導
者
が
別
れ
て
か
ら

‐９
年

近
い
。
古
い
友
人
に
再
会
し
た

い
」
と
述
べ
、
習
氏
と
の
会
談

実
現
に
期
待
を
示
し
た
。

中
国
政
府
の
台
湾
政
策
担
当

部
門
の
報
道
宮
は
２５
日
、
馬
氏

の
訪
中
を

「
歓
迎
す
る
」
と
表

明
し
た
。
中
国
側
に
は
、
対
中

ウ
ク
ラ
イ
ナ
露
軍
、
エ
ネ
施
設
攻
撃
強
化

ハ
ル
キ

，
の
発
電
所
損
壊

は
今
月
中
旬
か
ら
２４
日
ま
で
欧

米
５
か
国
を
歴
訪
し
た
。
中
国

が
敵
視
す
る
種
薄
籍

副
総
統

が
５
月
に
総
統
に
就
任
す
る
の

を
前
に
、
各
国
か
ら
新
政
権

へ

の
支
持
を
得
る
狙
い
が
あ
る
。

台
湾
外
交
部

（
外
務
省
）
な

ど
に
よ
る
と
、
講
氏
は
今
月
中

旬
、

「
私
的
な
訪
間
」
で
米
国

を
訪
れ
た
。
米
政
府

当
局
者

と
会
談
し
た
と
み
ら
れ

る
。

そ
の
後
、
チ

ェ
コ
や
ベ
ル

ギ

ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ
ト
ア
ニ

ア
を
訪
問
し
た
。
爺
氏
は
台
湾

を
重
視
す
る
各
国
か
ら
招
待
さ

れ
た
。

月
訪
中

可
能
性

【
台
北
――
園
田
将
嗣
）
台
湾

の
次
期
副
総
統
ゅ
鵡
莞
朝
氏

は
、
イ

フ
ア
病
院
や
中
南
部
で

と

空
爆
・砲
撃

ハ
マ
ス
側
は
こ
の
条
件
を

チ
ナ
人
７
０
０
人
の
釈
放

の
パ

ス
ラ
エ
ル
が
人
質
４０
人
の
解

政
府
高
宮
の
話
と
し
て
、

エ
ル
の
公
共
放
送
カ
ン
は

戦
闘
休
止

日
以
降
、
兵
±
２５
人
が

い
る
。
軍
に
よ

フ
エ
ル
軍
包
囲

の
敵
対
心
が
強
ま

ハ
ル
キ
ウ
市
の
市
長
は
２４

ビ
で
、

ロ
シ
ア

れ
ば
、
プ
ー
チ
ン
氏
が
追
加
動

員
を
し
や
す
く
な
る
と
の
懸
念

が
出
て
い
る
Ю

融
和
路
線
の
国
民
党
と
の
対
話

姿
勢
を
強
調
す
る
こ
と
で
５
月

に
発
足
す
る
与
党

・
民
進
党
の

構
薄
籍
政
権
に
圧
力
を
か
け

る
狙
い
が
あ
る
。

′
馬
氏
は
昨
年
３
～
４
月
に
も

中
国
を
訪
れ
て
い
た
「
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次
期
副
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２４
日
１
２５
日

最
一局
／／
最
低

□
口
買
国
目
口

え
、
１
０
０
万
人
以
上

が
停

電
の
被
害
に
あ

っ
た

，
西
部
リ

ビ
ゥ
で
も
２４
日
に
地
下
ガ
ス
貯

蔵
施
設
が
被
害

を
受
け

て
い

る
。
　

　

　

　

‐

ウ
ォ
ロ
デ
ィ
ミ
ル

・
ゼ
レ
ン

ス
キ
ー
大
統
領
は
２４
日
の
ビ
デ

オ
演
説
で
、
露
軍
が
過
去
１
週

間
で
約
１
９
０
発
の
ミ
サ
イ
ル

と
約
１
４
０
機
の
無
人
機
、
約

７
０
０
発
の
誘
導
弾
で
攻
撃
を

繰
り
返
し
た
と
非
難
し
た
。

露
軍
は
２２
日
↓
南
部
ザ
ポ
リ

司
ジ

ャ
州
に
あ
る
ド

ニ
プ
ロ
川

い
な
い
。

た
。
し
か

と
も
３
人
が
廼
亡
し
た
。

軍
は
ガ
ザ
北
部
を
ほ
ぼ
制
圧

た
と
既
に
発
表
し

て
い
る

、
ハ
マ
ス
は
最
近
、
ガ
ザ
北

き
だ
」
と
い

っ
た
主
張
も
出
始

め
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対

ら
か
に
し
た
。
露
軍
は
エ
ネ
ル

ギ
ト
施
設

へ
の
攻
撃
を
強
化
し

て
お
り
、
市
民
生
活
に
影
響
が

出
て
い
る
。

ハ
ル
キ
ウ
市
長
は

「
最
も
厳

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
を
経
験

し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

軍
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
と
無
人
機

の
攻
撃
で
火
力
発
電
所
と
全
て

の
変
電
所
が
破
壊
さ
れ
た
と
明

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
英

字

ニ
ュ
ー

ス
サ
イ
ト

「
キ
ー
ウ

・
イ
ン
デ

ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
」
に
よ
る
と
、

広 告

バングラデシュ独立53周年

バングラデシュ人民共

和国の独立記念日に際

し、日本・バングラデシユ友

好議員連盟を代表して、

がングラデシュ政府及び

国民の皆様に対しυいからのお祝いを申し上げます。

昨年4月、日本と′ヾングラヂンユは、両国関係を「戦

略的パートナエシップ」に引き上げました。その後も、

経済連携協定交渉の開始を決定するみど、あらゆる

側口で二日間の協″関係ヵミ深事つてし`ることを嬉し

く思います。友好議員連盟としても、戦略的パートナー

であるバングラデシュとの関係強化を後押しすべく、

51き続き貢献していく考えです。
バングラデシユ国民の皆様の一層の御繁栄をお

祈り申し上げます。

日本・バングラデシュ友好議員連盟会長 麻生太郎

を申し上げます。1973年 、国父

ボンギボンドゥ・シェィク・ムッブル・ラーマンの歴史的な

訪日以来、バングラデシ■と日本は堅固で持続的な

関係を築いております。昨年4月のハンナ首相訪日

時、二か国関係 I本「包挿的パー亀ナ下シップ」から

「戦略的パートナエシップ」に格上げされました。新た

なスピリツトでパートナ▼シップの構築に取り組んでお

り、両国の友好関係は今後さらに深化することと確

信しております。

駐日バングンデシュ人民共和国大使 シャ)ヽブッディン・アーメド

「戦略的パートナエシップ」'

さらにその先ヘ

バングラデシユ独立53

周年及び建国記念日に

際し、皆様に心よりご挨拶

企画!制作
″
読売新聞社ビジネス局

住友商事株式会社、豊田通商株式会社、

株式会社パドマ、丸久株式会社 年捕耐 購義のお申し込みは、義売新占販発店または0120二 4343T81k9:oo～ 19おωまで
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可

能

性

や

好

奇

心

を

い
ち

ば

ん

自

由

に

増

や

せ

る
時

期

は

１０
代

だ
。

・今

だ
か
ら

一
増
や
せ
る
、

υ⇔バングラデシュ独立53周年をお祝い申し上げます。らψ
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